
☆
パ
ン
ト
マ
イ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
天
井
桟
敷
の
人
々
へ
」

も
だ
か
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
参
照

｢田舎風のコスチューム」「休息する踊り子」

前桃伊１１１１１１
売園丹／／／
２会Ａ２２２１２０
３盃ｌへー、へ
００．日±金
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円：

都
心
に
あ
る
ビ
ル
の
屋
上
で
、
不

倫
関
係
の
男
女
、
女
子
高
生
３
人
組
、

変
質
趣
味
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
目
の

見
え
な
い
大
学
教
授
ら
が
交
わ
す
会

話
と
は
？
北
村
想
の
脚
本
を
、
前

作
「
う
ち
や
ま
つ
り
」
で
岸
田
国
士

戯
曲
賞
を
受
賞
し
た
深
津
篤
志
が
演

出
。
普
遍
的
か
つ
罪
深
き
存
在
と
し

て
の
人
間
を
赤
裸
々
に
描
く
。

☆
桃
園
会
第
幅
回
公
演

「
屋
上
の
人
」 雌
：

も
だ
か
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
参
照 =

桃園会「黒子な私」より

○
己
国
ａ
己
Ｆ
胃
ｐ
㈹

洲
／
釦
（
金
）
旧
函
加

村
／
劃
（
士
）
舛
叫
、
把
却
叩

制
／
空
（
日
）
桝
叩
叩

神
戸
同
月
堂
ホ
ー
ル

Ｊ
Ｒ
・
阪
神
元
町
駅
西
口
５
分

劇
団
神
戸
窓
０
７
８
．
３
３
４
．
１
７
５
５

前
売
３
８
０
０
円
当
日
４
０
０
０
円

エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
ま
つ
し
ぐ
ら
の

ド
ク
タ
ー
の
元
に
、
何
年
も
前
の
不

倫
の
結
果
の
息
子
が
訪
ね
て
き
て
１
．

笑
い
の
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
、
レ
イ
・

ク
ー
ニ
ー
の
代
表
作
を
小
田
島
雄
志
、

恒
志
親
子
の
名
訳
に
乗
せ
て
贈
る
ス

タ
ン
ダ
ッ
プ
コ
メ
デ
ィ
の
決
定
版
。

笑
い
だ
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
、
劇
団

神
戸
、
今
年
一
番
の
話
題
作
！
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☆
劇
団
神
戸
コ
メ
デ
ィ
・
ド
・

フ
ウ
ゲ
ッ
公
演

「
パ
パ
ｏ
ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
」

も
だ
か
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
参
照

劇団神戸「パパ・ｌＬＯＶＥＹＯＵ」

英
国
を
代
表
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
、
日
本
で
も
絶

大
な
人
気
を
誇
る
「
ポ
ー
ル
・
ス
ミ

ス
」
。
加
代
で
自
転
車
レ
ー
サ
ー
を
夢

見
て
い
た
頃
か
ら
現
在
の
活
躍
ぶ
り

ま
で
を
、
衣
服
、
デ
ザ
イ
ン
メ
モ
、

映
像
資
料
等
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

ア
イ
デ
ア
が
商
品
化
さ
れ
顧
客
の
手

元
に
届
く
ま
で
を
表
現
し
た
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
や
、
実
物
大
に
再
現
さ
れ

た
最
初
の
シ
ョ
ッ
プ
と
現
在
の
デ
ザ

Ⅷ
／
記
（
木
）
桝
鋸
加
相
”
、

神
戸
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
ホ
ー
ル
）

高
速
新
開
地
駅
東
８
番
出
口
徒
歩
５
分

公
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．
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１
２
．
５
３
５
３

前
売
３
０
０
０
円
当
日
３
５
０
０
円

パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
名
手
を
め
ぐ
る

人
々
の
愛
憎
や
葛
藤
を
描
く
名
画

「
天
井
桟
敷
の
人
々
」
に
、
日
本
有
数

の
パ
ン
ト
マ
イ
ミ
ス
ト
た
ち
が
熱
き

オ
マ
ー
ジ
ュ
を
捧
げ
る
。
神
戸
１
０

０
年
映
画
祭
の
一
環
と
し
て
開
催
さ

れ
る
、
関
西
初
の
パ
ン
ト
マ
イ
ム
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
出
演
は
、
伝
三
・

Ｆ
、
清
水
き
よ
し
、
北
京
一
、
上
海

太
郎
、
江
ノ
上
陽
一
＆
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
、

い
い
む
ろ
な
お
き
、
沖
埜
楽
子
。

☆
ボ
ー
ル
・
ス
ミ
ス

ト
ウ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ト

ー
セ
／
訂
（
日
）
水
曜
体

制
印
、
～
旧
知
、
（
金
曜
は
～
釦
叩
的
）

挫
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館

六
甲
ラ
イ
ナ
ー
・
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
駅
す
ぐ

壷
０
７
８
．
８
５
８
．
０
０
５
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前
売
１
２
０
０
円
当
日
１
０
０
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円

Gｐ

ifj

ボール・スミス

邑
忽
、杉

清水きよし

蝿

Lｑ
ｌ４

イ
ン
オ
フ
ィ
ス
、
さ
ら
に
は
彼
が
デ

ザ
イ
ン
を
手
が
け
た
ア
ー
ト
カ
ー
も

特
別
出
展
。
こ
れ
ま
で
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
展
の
領
域
を
越
え
る
立
体
的
な
展

示
で
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。
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ｃ
鳶

☆
小
磯
良
平
作
品
展

Ⅱ
／
７
王
）
～
配
（
月
）

⑩
恥
叩
～
旧
知
叩
水
曜
休
無
料

こ
う
ぺ
ま
ち
づ
く
り
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

元
町
通
４
丁
目
・
高
速
驚
簾
南

公
０
７
８
．
３
６
１
．
４
５
２
３

錨
】
目

「
没
後
、
年
展
」
を
見
逃
し
た
人
に
お

す
す
め
。
元
ブ
ラ
の
合
間
に
ど
う
ぞ
。

無
料
で
す
。
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も
だ
か
る
倶
楽
部

に
ド
パ
ル
デ
ュ
ー
に
も
っ
と
活
躍
し

て
ほ
し
か
っ
た
と
思
う
の
は
、
フ
ァ

ン
か
た
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

〈
垂
水
区
・
野
田
恵
子
さ
ん
・
無
職
〉

▽
読
者
の
み
な
さ
ん
の
「
秋
の
決
意
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

皿
ダ
イ
エ
ッ
ト
…
か
な
別
食
欲
の
秋

で
、
な
ん
で
も
美
味
し
い
ん
で
、
な

ん
で
も
た
く
さ
ん
食
べ
る
か
ら
、
体

重
計
に
の
る
の
が
怖
い
日
々
で
す
。

〈
三
原
郡
・
奥
井
千
宮
さ
ん
・
会
社
』
辱

■
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
Ｉ
．

〈
西
宮
市
．
白
井
郁
江
さ
ん
・
高
校
生
〉

▽
こ
の
差
は
…
？
若
さ
？

団
し
あ
わ
せ
な
恋
を
す
る
Ｉ
．
…
か
な
。

全
く
阪
市
。
内
藤
晶
子
さ
ん
・
会
社
』
弓

呈
月
春
は
老
若
に
関
係
な
い
さ
っ
。

「
も
だ
か
る
」
に
お
便
り
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
宛
先
は
プ
レ
ゼ
ン
ト

棚
を
参
照
し
て
ね
。

7７

■
レ
オ
さ
ま
フ
ァ
ン
に
は
申
し
訳
な

い
が
、
ジ
エ
ラ
ー
ル
・
ド
パ
ル
デ
ュ
ー

や
ジ
ョ
ン
・
マ
ル
コ
ビ
ッ
チ
が
出
て
い

る
の
で
「
仮
面
の
軍
皇
を
見
に
行
っ

た
。
最
大
の
感
想
は
、
こ
の
映
画
ガ

ブ
リ
エ
ル
・
バ
ー
ン
の
映
画
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
に
ひ
ね

り
が
き
い
て
い
て
実
に
お
も
し
ろ

い
。
登
場
人
物
の
三
銃
士
と
ダ
ル
タ

ニ
ヤ
ン
は
俳
優
が
く
せ
者
ぞ
ろ
い
で
、

そ
の
中
の
レ
ォ
様
は
可
憐
な
ユ
リ
の

ご
と
く
で
あ
る
。
だ
が
２
役
が
ど
ち

ら
が
ど
ち
ら
と
い
う
感
じ
で
尋
周
囲

に
大
い
に
助
け
ら
れ
て
い
る
。
も
っ

と
も
こ
こ
に
ア
ク
の
強
い
人
は
似
つ

か
わ
し
く
な
い
。
そ
の
点
で
は
ピ
ッ

タ
リ
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
個
人
的

▽
今
月
の
映
画
評
「
仮
面
の
男
」

目巨､7声711蚕､~フｐ西厚宅ノＲ

★
伊
丹
Ａ
‐
ホ
ー
ル

（
桃
園
会
一
・
屋
上
の
‐
△
・
有
効
）

☆
神
戸
同
月
堂
ホ
ー
ル

（
「
パ
パ
・
一
戸
ｇ
雨
ご
○
三
有
効
）

★
神
戸
ア
：
ト
ビ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

（
パ
ン
ト
マ
イ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
有
効
）

☆
神
戸
阪
急
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

５
組
加
名

★
カ
ナ
ー
ト
・
ホ
ー
ル

（
⑫
Ｈ
末
ま
で
右
軸
》
５
組
、
稲

▽
洞
／
９
「
ツ
ォ
ク
ト
・
タ
イ
ジ
」
「
人

民
の
使
者
」
「
ま
た
馬
に
乗
り
た
い
」
「
フ

フ
ー
の
結
婚
」
▽
洲
／
拍
湿
淫
い
の
果
て

に
」
、
は
じ
め
の
一
歩
二
「
モ
・
‐
タ
ー
の
幸
昌

「
伴
押
巴
▽
制
／
制
「
迎
え
る
圭
尋
型
「
永

す
ぎ
た
貢
匡
「
ツ
ォ
ク
ト
・
タ
イ
ジ
」
「
人

民
の
使
宰
里
▽
制
／
旧
「
ま
た
馬
に
乗
り

た
い
」
「
フ
フ
ー
の
結
需
星
『
．
迎
え
る
季
節
一

毛
ｌ
タ
ー
の
幸
昌
▽
柵
／
脚
一
・
は
じ
め

の
一
歩
」
『
伴
侶
」
一
迷
い
の
果
て
に
」

「
永
す
ぎ
た
一
星
▽
制
／
お
～
”
「
憂
嘩

な
楽
園
」
▽
洲
／
記
～
ね
／
４
「
多
桑

（
父
さ
ん
）
」

★
ペ
レ
ー
ネ
シ
ネ
マ

（
泌
月
末
ま
で
右
勃
響
５
組
、
我

▽
ｎ
／
型
～
、
／
過
顧
〒
校
里
▽
制
／

科
～
ね
／
領
「
時
雨
の
記
」
（
入
善
一
「
カ

ン
ゾ
ー
先
生
」

★
西
灘
劇
場
・
シ
ネ
マ

通
月
末
ま
で
右
剥
》
５
組
加
名

▽
制
／
７
～
釦
一
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
サ
ー
ク

ル
』
「
革
命
の
子
供
た
ち
」
▽
制
／
副
～

泥
／
４
塩
・
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
フ
ィ
ッ
シ

ュ
」
「
ロ
ミ
ー
と
ミ
ッ
シ
エ
ル
の
場
合
一

★
パ
ル
シ
ネ
マ
し
ん
こ
う
え
ん

（
⑫
月
末
ま
で
宥
却
》
２
名

☆
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
ー
～
４

（
廻
月
末
ま
で
宥
釧
響
２
名

１
▽
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
．
－

２
▽
｜
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ラ
イ
ア
ン
」

３
▽
「
モ
ン
タ
ナ
の
風
に
抱
か
れ
て
」

４
▽
「
ム
ー
ラ
ン
」
、
錐
番
か
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
で
、
希
望
す
る
館
名
と
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
、
「
今
月

の
課
題
」
①
～
③
を
明
記
し
て
た
記
ま

で
。
ｎ
月
釦
日
必
韮
私

〒
６
５
０
．
０
０
１
１
神
一
星
叩
中
央
区
下

山
手
通
３
．
１
・
旧
ツ
イ
ン
ズ
ト
ア
ビ
ル

４
Ｆ
〈
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
３
１
．
２
７
９
５
）

日
刊
神
戸
っ
子
「
も
だ
か
る
」
柵
月
号
絹

崖
王
室

⑭
今
月
の
課
題
①
覇
戸
っ
子
」
荊
月
号
で

面
白
か
っ
た
記
事
は
？
②
大
判
「
翌
戸
っ
孟

挺
こ
う
思
う
③
稗
戸
空
港
に
こ
う
思
う

農『～ライブ情報～懲悪＝

☆ソネ☆ガレージパラダイス
中央区中山手通1-24-10中央区中山手通1-13.7

Tel／078.221.2055Ｔｅl／078.391.6640

体/無営業/平日17:00～24:30日休／無営業／18:30～翌3:00

17:00～24:0０月～±／LARRYWlMBYAND

11／１５〈日〉片岡学とエスクワSAMFOUNWN①20:00②21:１５

イヤーズ、１１／1７（火）キヤン③22:30④24:００⑤1:３０日AjADE

デイ浅田、１１／1９（木）古谷充VlLLAROZAANDBILLWESLEY

カルテット、１１／2２（日）宮本①20;00②2120③22:30④24:００

直介クインテット、１１／２６（木）

長谷川元伸、１１／2９（日）大森★ロスヒターノス
重志とロイヤルフラッシュジャ中央区下山手通3-1519

ズパンドＴｅＩ／Ｏ78.391‘5431

体/水営業／17:00～23:００

★DAYBYDAY連日フラメンコライブ有①19:３０
中央区中山手通1-10.10天成ビル②21ｓＯ〈ギタリスト）藤塚栄二、

B1Ｆ大橋卯三美、永井秀郎（踊り手）

TeI/O78.391.8678今吉尚美、田路真由美、棚原美

休／日祝営業／19:00～翌1:0０和、小山奈美、石川敬子、大橋

周子、村田京子、高機友美

中央区琴ノ緒町5529三経ビル地☆ピアジユリアン

下1Ｆ中央区加納町432近藤ビル9F

Tel／078.231.0071ＴｅI/O78.391.8081

体／月営業／19:00~24:００体／無営業／昼11:００～17:30夜

火／3000円飲み放題サービスデ18800~翌2:00<ライブは19:30~）

イ、水／こもだ由香（vo）安藤１１／1４（土）吉岡綾子(v､）高

義則（P)、木／誰でも参加でき橋智子（p)、１１／1５（日）山本
るセッションライブ、金／マイ朋子(hP)、１１／2１（土)宮本由

ケル松本（vo）安藤義則（p)、香子（sp)赤塚祥子（p)、（11／
11／１４(土〉安藤義則（p)三国９以降）月／小笠原薫(vn）井上
智（b）北村吉彦（dr)、１１／１５佳子〈p)、木／杉本泉（sp）近

（日）くつわともこ（vo）安藤義藤美香(p）
則（p)、１１／2１（土）新井雅代
(vo)安藤義則（p>、１１／2２（日）☆イエローリボン
RoyaIFlashJazzBand、１１／２８西宮市寿町1-24

(土）安藤義則（p）三国智（b）ＴＥＩ/0798.34.2872
北村吉彦〈｡「>、１１／2９（日）体／月営業／19:00～24:００

.nleL埴hts(pops）１１／1１（水）LcstCiWMadDogs

礁繍､ﾘｕｆ'槻’★チキンジョージ

中央区下山手通2-17L1５（金）お客様にステージを開放１
TeI/O78.392.0146出演バンド募集中、１１／2３（祝）

★グレートブルー

中央区琴ノ緒町5529三経ビル地

智（b）北村吉彦（dr)、１１／１５佳子（p)、木／杉本泉（sp）近

（日）くつわともこ（vo）安藤義藤美香(p）
則（p)、１１／2１（土）新井雅代

畷a驚漣)§総鰹墨器描〉
（土）安藤義則（p）三国智（b）ＴＥＩ/0798.34.2872
北村吉彦〈｡「>、１１／2９（日）体／月営業／19:00～24:００

．meL埴hts(pops）１１／1１（水）LcstCiWMadDogs

礁繍､ﾘｕｆ'槻｜★チキンジョージ

中央区下山手通2-17L1５（金）お客様にステージを開放１

画/078.392.0146出演バンド募集中、１１／2３（祝）

体/不定TheBigBen（オールデイーズ）
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(最終日は５時閉館。閉館３０，主催：神戸阪急ミュー
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☆
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
音
楽

の
使
者
が
や
っ
て
き
た

楽しい演奏を披露したオーベンロー高

校ビッグバンド

ボ
ル

☆
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
ま
ち
づ
く

り
「
神
戸
海
岸
通
ハ
ー
バ

ー
フ
ラ
ッ
シ
」
着
工

神
戸
市
の
復
興
シ
ン
ボ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ま
ち
づ
く

り
が
進
む
東
部
新
都
心
（
Ｈ
Ａ

Ｔ
神
戸
）
で
、
ｎ
月
哩
日
、
初

の
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
「
神
戸
海

岸
通
ハ
ー
バ
ー
フ
ラ
ッ
ッ
」
が

着
工
さ
れ
た
。
港
と
緑
、
北

に
六
甲
山
を
望
む
神
戸
ら
し

い
地
に
都
市
型
で
ハ
イ
セ
ン
ス

な
住
宅
（
フ
ラ
ッ
ッ
）
を
集
め
た

街
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
計

画
で
、
事
業
主
は
、
川
崎
製

鉄
株
式
会
社
、
近
鉄
不
動
産

株
式
会
社
、
阪
急
電
鉄
株
式

会
社
お
よ
び
株
式
会
社
ケ
ー
エ

ス
シ
ー
の
４
社
。
第
１
期
１
８

３
戸
は
来
年
春
に
販
売
が
開

始
さ
れ
、
２
０
０
４
年
ま
で

に
約
１
１
０
０
戸
の
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
が
供
給
さ
れ
る
予

定
。
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
で
は
す
で

に
、
公
共
に
よ
る
賃
貸
住
宅

や
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、

小
中
学
校
、
芸
術
の
館
（
県
立

美
術
館
）
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
神
戸
セ
ン

タ
ー
、
総
合
病
院
、
へ
ル
ス

ヶ
ァ
パ
ー
ク
等
の
建
設
や
水

際
広
場
、
ハ
ー
バ
ー
ウ
オ
ー
ク

等
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
新
た
な
計
画
の
着
工
に

い
っ
そ
う
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
。

●Keepcuriosity●

7８

｢神戸海岸通ハーバーフラシヅ」イメージ図

キ
ャ
ッ
プ
を
負
う
方
々
の
問
題
を
自

分
の
身
に
お
き
か
え
て
、
主
体
的
に

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

当
団
体
で
は
今
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

集
め
て
い
ま
す
。
用
語
に
つ
い
て
の

問
題
、
「
知
的
障
害
」
に
つ
い
て
の

責
否
、
そ
の
他
、
御
意
見
を
た
く
さ

ん
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
誕
生
日
あ
り
が

と
う
運
動
の
し
お
り
に
刷
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
左
記
の
本
部
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
お
送
り
い

た
し
ま
す
。
多
く
の
人
の
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
ど
ん

な
用
語
が
ふ
さ
わ
し
い
か
、
草
の
根

運
動
と
し
て
市
民
の
間
で
議
論
を
重

ね
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

１
Ｍ
・
Ｆ
１

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
６
５
０
ｉ
８
７
９
０
神
戸
市
中
央
区
中
町

通
４
．
２
．
洞
村
上
ビ
ル
Ｂ
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
６
０
．
１
２
５
７

平
成
７
年
に
亡
く
な
っ
た

小
原
流
三
世
家
元
・
小
原
豊

雲
さ
ん
の
業
績
を
顕
彰
す
る

「
豊
雲
記
念
館
」
が
竣
工
し
、

加
月
哩
日
か
ら
ｎ
月
４
日
ま

で
一
般
公
開
さ
れ
た
。
こ
れ

ま
で
関
係
者
ら
が
利
用
し
て

い
た
盛
花
記
念
セ
ン
タ
ー
内
の

小
原
流
芸
術
参
考
館
を
全
面

改
装
し
た
も
の
で
、
豊
雲
さ

ん
が
生
け
花
制
作
の
糧
と
し

て
蒐
集
し
た
芸
術
品
や
小
原

流
歴
代
家
元
資
料
な
ど
約
４

０
０
０
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。
中
で
も
ア
ン
デ
ス
の
土

器
や
染
織
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、
そ
の
質
と
規
模
で
専

門
家
も
注
目
し
て
い
る
ほ
ど
。

財
団
法
人
小
原
流
の
小
原
規

容
子
理
事
長
は
「
堀
花
の
メ
ッ

カ
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て

☆
「
豊
雲
記
念
館
」
竣
工

コ
レ
ク
ン
ョ
ン
一
般
公
開小原規容子理事長（左）と小原稚子

家元

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域

社
会
に
な
じ
ん
だ
施
設
に
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

一
般
公
開
は
春
秋
加
日
ず
つ

で
、
次
回
は
３
月
の
予
定
。

月
曜
休
館
。

回
豊
雲
記
念
館

神
戸
重
轟
嘩
区
住
吉
山
手
４
・
恒
・
和

金
０
７
８
．
８
１
１
．
０
８
７
１

学
校
法
人
陸
学
園
（
須
磨
ノ

浦
女
子
高
等
学
校
、
神
戸
国

際
中
学
高
等
学
校
）
の
創
立
布

周
年
を
記
念
し
、
国
際
親
善

交
換
演
奏
会
が
如
月
９
日
、

兵
庫
県
立
文
化
体
育
館
で
行

わ
れ
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
オ
ー
ベ

ン
ロ
ー
高
等
学
校
の
ビ
ッ
グ
バ

ン
ド
、
ピ
ア
ノ
フ
ォ
ル
テ
が
招

か
れ
た
。
聖
者
の
行
進
や
Ｇ

Ｅ
Ｔ
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ
な
ど
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
曲
に
は
一
段
と
拍
手
や

谷
崎
潤
一
郎
の
望
む
「
高
貴
な
女
性
」

で
あ
り
続
け
た
松
子
夫
人
。
谷
崎
と
の

出
会
い
以
前
を
描
い
た
自
伝
「
蔵
辺
の

夢
」
に
加
え
、
谷
崎
と
の
生
活
を
回
顧

し
た
文
章
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
随
想
な
ど
、

筆
者
の
遺
し
た
美
し
い
文
章
を
ま
と
め

た
も
の
。

地
唄
を
暗
み
、
日
々
の
食
事
を
最
大

の
楽
し
み
と
し
、
花
や
音
楽
を
愛
し
た

文
豪
・
谷
崎
の
素
顔
に
も
触
れ
て
い

る
。

講談社
本体1900円十税

☆
蔵
辺
の
夢

谷
崎
松
子
著

謬
蕊

海竜社

本体1600円＋税

日
頃
、
私
達
は
、
表
現
す
る
為
に
言

葉
を
探
し
、
選
び
、
時
に
苦
し
む
。
と

こ
ろ
が
、
岡
部
氏
は
ま
る
で
草
木
染
め

の
よ
う
な
微
妙
な
色
合
い
で
、
自
在
に

言
葉
の
糸
を
つ
む
い
で
ゆ
く
。
そ
う
し

て
丁
寧
に
織
り
あ
げ
ら
れ
た
文
章
は
、

読
む
ほ
ど
に
し
っ
と
り
と
心
に
な
じ

む
。
登
場
す
る
い
の
ち
、
人
、
す
べ
て
が

「
花
あ
か
り
」
と
な
っ
て
、
や
さ
し
く

揺
れ
て
い
る
。

「
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
」

み
な
さ
ん
の
意
見
を

耀
騨
慧
鯛

採
択
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
い
い
の
で
し

ょ
う
か
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
で
は

「
知
的
障
害
」
で
は
知
力
に
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
う
人
々
の
人
権
は

絶
対
に
守
れ
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ

れ
に
代
わ
る
里
雪
理
し
て
「
知
力
求

援
」
を
提
案
、
用
語
緊
急
ア
ピ
ー
ル

を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
運
動
は
微
力
で
す
。
ぜ
ひ
皆
様
の

力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

現
代
社
会
は
塁
〈
に
生
き
る
」
福

祉
の
時
代
で
す
。
知
力
に
ハ
ン
デ
ィ

岡
部
帆
郁
予

認
易
．
‐

花
あ
か
師
駕
》
１

錨
鑑
蝉
刷
・
錨
＠
▲
■
▼

。
Ⅱ

園
神
戸
の
本
棚

☆
こ
こ
ろ
花
あ
か
り

岡
部
伊
都
子
著

鯉
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か
も
、
こ
の
「
ル
ミ
ナ
リ
エ
」

の
経
済
波
及
効
果
も
大
き
な
も

歓
声
は
高
く
な
り
、
音
楽
を

通
し
て
両
校
の
友
好
は
深
ま

っ
て
い
っ
た
。瀧

要
介
護
者
を
抱
え
、
ど
こ

に
相
談
し
て
い
い
か
も
分
か

ら
ず
、
途
方
に
く
れ
る
人
や
、

介
護
に
か
か
る
様
々
な
負
担

り
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
。（
Ｙ
・
Ｙ
）

の
が
あ
る
。
た
だ
こ
の
催
し
に

ま
だ
商
業
者
の
関
心
度
が
薄
い

こ
と
を
指
摘
す
る
向
き
も
あ
る
。

こ
の
「
ル
ミ
ナ
リ
エ
」
が
文

化
催
し
と
し
て
恒
例
化
さ
れ
る

な
ら
ば
、
開
催
期
間
中
、
来
場

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
も
店

舗
の
営
業
時
間
の
延
長
な
ど
で

催
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
気
概
を

前回のバザーの準備のようす

期
待
し
た
い
も
の
だ
。

催
し
が
拡
大
し
て
も
、
サ
ー

ビ
ス
が
伴
わ
な
い
と
、
折
角
の

催
し
も
来
場
者
の
人
気
を
得
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
イ
ベ
ン
ト

も
〃
サ
ー
ビ
ス
〃
が
行
き
届
か

な
い
と
来
場
者
の
楽
し
さ
が
鴨

☆
介
護
の
相
談
は
ま
ず

ハ
ロ
ー
・
イ
ン
に

花時計意
を
こ
め
て
、
街
の
復
興
と
再

生
へ
の
夢
と
希
望
を
託
し
て
九

最
近
、
街
に
賑
わ
い
を
取
り

戻
そ
う
と
、
盛
ん
に
「
イ
ベ
ン

ト
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
番
、
成
功
し
て
い
る
の
が

「
神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
」
だ
ろ
う
。

神
戸
の
震
災
犠
牲
者
の
鎮
魂
の

「
神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
」
の
成
功

■
ハ
ロ
ー
・
イ
ン
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
．
３
３
．
４
１
６
５

健
康
保
険
組
合
連
合
会
兵
庫
連
合
会

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
８
．
２
．
伯

＋

介護者の立場になって思いやり

のある情報を提供してくれるケ
ースワーカーたち一顧理垂一

を
す
こ
し
で
も
軽
く
で
き
た

ら
と
い
う
人
の
た
め
の
、
介

護
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
が
あ
る
。

専
任
の
女
性
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

が
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な

く
民
間
を
も
含
む
豊
富
な
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
情
報
を
も
と

に
、
き
め
細
か
な
情
報
を
検

索
・
提
供
し
て
く
れ
る
。

自
ら
も
介
護
を
体
験
し
た

と
い
う
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
た

ち
の
胸
に
あ
る
の
は
、
す
こ

し
で
も
介
護
者
の
手
助
け
に

な
れ
ば
と
い
う
思
い
だ
。
平

日
の
９
時
鋤
分
～
遁
時
釦
分

は
、
来
所
相
談
も
受
け
付
け

て
い
る
。

十
五
年
十
二
月
、
初
め
て
開
催

さ
れ
た
。
九
十
六
年
に
は
ス
ケ

ー
ル
を
拡
大
、
期
間
も
二
週
間

と
延
長
さ
れ
、
ル
ミ
ナ
リ
エ
ヘ

の
来
場
者
は
三
百
八
十
六
万
人

を
数
え
、
成
果
を
挙
げ
た
。
九

十
七
年
に
三
回
目
の
「
ル
ミ
ナ

リ
エ
」
が
開
催
さ
れ
、
期
間
中

の
来
場
者
は
四
百
七
十
三
万
人

と
高
い
評
価
と
共
感
を
呼
ぶ
催

し
と
な
っ
た
。
も
は
や
一
過
性

の
イ
ベ
ン
ト
を
超
え
て
、
神
戸

の
震
災
復
興
を
支
え
る
文
化
催

事
と
し
て
認
知
さ
れ
、
神
戸
の

風
物
詩
と
し
て
定
着
さ
れ
て
よ

い
催
し
と
い
う
声
が
高
い
。
し

ヨ
ゴ
弐
昌
言
目
昌
冒
邑
邑

Ⅲ
月
１
日
、
ト
ア
ロ
ー
ド

に
２
つ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
オ

ー
プ
ン
し
た
。

「
Ｔ
Ｏ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
」

☆
神
戸
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
開
催

7９

神
戸
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
が
、
活

動
の
一
環
と
し
て
、
恒
例
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
お
こ

な
う
。
市
価
の
３
割
か
ら
５

割
で
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
商
品
が

買
え
る
ほ
か
、
手
づ
く
り

品
・
雑
貨
の
出
展
ブ
ー
ス
や

福
祉
団
体
の
ブ
ー
ス
も
あ
る
。

画
神
戸
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
日
時
／
制
月
妬
日
（
木
）
州
時
～
幅
時

会
場
／
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
布
引

の
間
料
金
／
１
２
０
０
円
（
ケ
ー
キ
・
飲
み

物
付
き
）

問
い
合
わ
せ
／
神
戸
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
バ

ザ
ー
事
務
局

盃
０
７
８
．
８
５
１
．
９
２
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
８
５
１
．
９
２
７
５

１本の樹が目印のTOA
ＧＡＬＬＥＲＹ

☆
ト
ア
ロ
ー
ド
に
２
つ
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ー
プ
ン

六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
「

☆
兵
庫
県
無
形
文
化
財
「
須
磨
堀
ど
の
小

池
美
代
子
・
三
浦
徳
子
・
山
崎
八
重
子

さ
ん
が
、
十
一
月
十
二
日
（
木
）
午
後

四
時
よ
り
、
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
中
ホ
ー

ル
で
、
小
池
義
人
大
和
尚
の
追
善
演
奏

会
を
開
く
。
お
問
合
せ
盆
０
７
８
．
７

３
１
．
０
４
１
６

☆
ネ
パ
ー
ル
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
紀
行
「
シ
ャ

ン
グ
リ
ラ
を
歩
く
」
の
自
家
製
本
を
演

本
幸
子
さ
ん
が
発
行
。
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ

山
群
の
見
え
る
美
し
い
山
岳
地
帯
を
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
し
た
理
想
郷
の
体
験
談
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
０
３
．
１
６
５
４

★
「
ナ
ニ
ワ
金
融
道
」
の
青
木
雄
二
氏

は
飼
い
犬
の
ド
ー
ベ
ル
マ
ン
を
Ｋ
Ｏ
Ｂ

Ｅ
愛
犬
病
院
院
長
の
須
磨
一
郎
氏
に
見

て
も
ら
っ
た
の
が
縁
と
な
り
「
本
物
の

獣
医
・
ニ
セ
物
の
獣
医
い
い
動
物
病

院
の
見
分
け
一
己
須
磨
一
郎
著
・
ア
ス

ベ
ク
ト
出
版
（
定
価
１
４
０
０
円
十
税
）

の
イ
ラ
ス
ト
を
担
当
。
ペ
ッ
ト
に
つ
い

て
の
正
し
い
知
識
を
示
唆
す
る
書
だ
。

☆
ｎ
月
晦
日
～
認
日
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
住

吉
倶
楽
部
壷
０
７
８
．
８
４
１
．
９
８

３
９
住
吉
店
壷
０
７
８
．
８
１
１
．
０

２
４
４
で
、
手
維
り
手
染
紬
の
伊
兵
術

織
展
が
開
か
れ
る
。

☆
ｎ
月
塑
日
（
日
）
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
に
お
い
て
藤
間
苅
佳
子
さ
ん
が
「
第

妬
回
藤
図
会
」
を
開
催
。

☆
南
地
大
和
屋
ホ
ー
ル
「
大
和
や
そ
し

ま
」
（
阪
口
純
久
・
紋
也
子
）
が
、
ｎ

月
９
日
（
月
）
午
後
２
時
～
３
時
半
ま

で
、
化
粧
直
し
の
お
披
露
目
が
。
上
方

文
化
守
る
南
地
大
和
屋
の
時
勢
に
あ
っ

た
再
建
は
興
味
津
々
。

★
（
株
）
生
活
科
学
研
究
所
の
大
阪
支

店
へ
、
元
編
集
部
員
の
米
需
な
な
子
さ

ん
が
東
京
よ
り
帰
阪
。
住
所
〒
６
５

８
．
０
０
６
５
束
灘
区
御
影
山
手
１
．

１
．
５
０
８
壷
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
８
４

１
．
３
１
１
９
、
会
社
狂
０
６
．
３
８

８
．
２
６
３
０

☆
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
村
岡
靖
泰
さ
ん

が
叩
月
鵡
日
ス
タ
ジ
オ
を
オ
ー
プ
ン
。

神
戸
満
阿
央
区
北
野
町
２
．
２
．
１
．

２
０
４
公
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
２
２
１
．

６
１
６
２
〒
６
５
０
．
０
０
０
２

☆
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
建
築
研
究
所
の
小
川
善

博
氏
が
移
転
。
〒
５
３
２
．
０
８
５
７

西
宮
市
中
前
田
町
１
．
凱
・
２
０
３
公

０
７
３
３
．
３
３
．
６
６
８
５
Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
７
９
８
’
３
３
．
３
８
０
６

階』窒寿；

は
し
ン
ガ
調
の
外
壁
の
落
ち

着
い
た
件
ま
い
。
２
Ｆ
も
利

用
で
き
、
１
Ｆ
と
入
口
が
別

に
し
て
あ
る
な
ど
細
か
い
配

慮
が
さ
れ
て
い
る
。
長
年
の

夢
を
か
な
え
た
オ
ー
ナ
ー
の

窪
康
乗
さ
ん
が
「
世
の
評
価
よ

り
、
そ
の
方
に
と
っ
て
の
大

切
な
作
品
を
発
表
す
る
場
に

な
れ
ば
…
」
と
語
る
よ
う
に
、

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
気
軽
に

利
用
で
き
そ
う
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
あ
る
。
、
／
型
～
四
日

「
香
山
久
雄
、
島
津
鉄
也
／
花

と
美
人
画
日
本
画
展
」
型
～
妬

日
「
中
井
博
子
／
水
彩
画
展
」

を
予
定
。

そ
の
ほ
ぼ
真
向
か
い
に
位

置
す
る
「
ぎ
ゃ
ら
り
－
Ｄ
Ｅ
Ｃ

Ｏ
」
は
、
ト
ア
ロ
ー
ド
ま
ち
づ

く
り
Ｃ
Ｏ
・
が
オ
フ
ィ
ス
を

利
用
し
「
ク
ラ
フ
ト
ア
ー
ト
の

ま
ち
」
の
具
体
化
の
一
環
と
し

て
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
市
民
の

交
流
な
ど
を
目
的
に
展
開
し

た
も
の
。
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価

格
で
利
用
で
き
る
の
が
い
い
。

■
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ

神
戸
市
申
央
区
北
長
狭
通
３
・
旭
・
旭

ギ
ャ
ラ
リ
ー

垂
０
７
８
．
３
３
４
．
０
５
３
１

お
問
い
合
せ

公
０
７
８
．
３
９
１
．
１
２
２
８

■
ぎ
ゃ
ら
り
ｌ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

神
戸
両
中
央
区
下
山
手
通
２
．
５
．
４

深
濯
ビ
ル
４
Ｆ

ト
ア
ロ
ー
ド
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ポ
レ
ー

、
ン
ヨ
ン

壷
０
７
８
．
３
９
３
．
１
３
７
１
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■神戸の工房をめぐる〈その13＞

トアロード・クラフトアートフェア'９８と

東ジャワ(インドネシア)木工家具の職人
福元早夫〈作家〉撮影/米田英男

鞠鞠

潮

螺
『配

鯛M＄

’僧ｑ

〃
二
Ｆ
‐
ヴ

W召罰日

』~■

－
１
爵

＝商

、

.Rid田

ヤ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
ヘ
ア
・
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ま
ち
か
ど
音
楽
祭
と

い
っ
た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
こ
の
期
間
中
に

開
催
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
と
同
時
に
「
北
野

工
房
の
ま
ち
」
で
は
、
神
戸
マ
イ
ス
タ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
て
い
て
、
マ
イ

ス
タ
ー
（
職
人
）
に
よ
る
実
演
や
相
談
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
ト
ア
ロ
ー
ド
か
ら
神
戸

が
、
ま
さ
し
く
〃
工
房
の
ま
ち
都
市
宣
言
〃

を
世
界
へ
む
け
て
発
信
し
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。

礼礼礼

霧

8０

函

Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
銅
識
錘

oIf

霧惨鵜蝦i嘘
＝商

、

.Rid田

☆
世
界
の
文
化
遺
産
を
木
工
芸
術
に

～
東
ジ
ャ
ワ
木
工
家
具
の
職
人
～

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸

″
工
一
房
の
ま
ち
宣
言
″

ホ
テ
ル
ト
ア
ロ
ー
ド
の
玄
関
前
の
テ
ン
ト

ブ
ー
ス
に
、
榎
本
靖
子
さ
ん
が
い
て
、
ジ
ャ

ワ
の
伝
統
文
化
の
伝
承
者
で
あ
る
ヘ
リ
ー
・

バ
ス
キ
さ
ん
と
彼
の
木
工
家
具
の
作
品
を
紹

介
し
て
く
れ
た
。

バ
ス
キ
さ
ん
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
木
工
家
具

を
創
作
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、
国
際
文
化

交
流
会
の
東
ジ
ャ
ワ
州
芸
術
家
十
二
人
の
メ

ン
バ
ー
に
選
ば
れ
て
い
て
、
世
界
各
国
の
政

府
か
ら
要
請
さ
れ
て
、
ジ
ャ
ワ
の
文
化
を
紹

介
す
る
た
め
に
活
動
を
つ
づ
け
て
い
る
。
ア

メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
文
化
博
物
館
に
は
彼
の
作

品
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
も
彼
は
活
躍
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

榎
本
さ
ん
が
バ
ス
キ
さ
ん
と
出
会
っ
た
の

は
、
海
運
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
ご
主
人

と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
住
ん
で
い
た
と
き
だ

蝋 凶

楽しい細工が施されたバスキさんの木工家具。色もカラフル 人なつこい笑顔を浮かべ、おだやかに語るヘリー・バスキさん

山
か
ら
海
へ
、
風
の
坂
道
『
ト
ア
ロ
ー

ド
・
ク
ラ
フ
ト
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
ー
兜
』
は
、

『
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
あ
ふ
れ
る
街
づ
く

り
』
を
テ
ー
マ
に
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ト
ア
ロ
ー
ド

一
帯
を
会
場
に
十
月
三
日
（
土
）
か
ら
四
日

（
日
）
に
か
け
て
、
華
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

ト
ァ
ロ
ー
ド
地
区
で
は
、
い
ま
、
品
格
と

魅
力
に
あ
ふ
れ
る
ト
ア
ロ
ー
ド
ら
し
い
街
並

み
を
取
り
も
ど
そ
う
と
、
新
し
い
街
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
こ
の
道
は
か
つ
て
の
、
外

国
人
居
留
地
と
北
野
町
界
隈
の
異
人
館
街
を

む
す
ぶ
道
路
で
、
路
傍
で
は
外
国
人
た
ち
の

日
常
生
活
を
満
た
す
た
め
の
、
さ
ま
ざ
ま
な

品
物
が
作
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
洋
菓
子
、

洋
服
、
帽
子
、
パ
ン
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
洋
家

具
、
靴
、
と
ほ
と
ん
ど
の
店
が
手
づ
く
り
で
、

外
国
人
た
ち
の
手
で
洗
練
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
新
し
い
商
品
を
扱
っ
て
い
て
、
『
工
房
の

街
」
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
た
そ

う
で
あ
る
。
い
ま
で
も
そ
の
伝
統
は
の
こ
っ

て
い
て
、
道
の
両
側
に
は
個
性
的
な
商
店
が

な
ら
ん
で
い
る
。

そ
の
ト
ア
ロ
ー
ド
を
南
か
ら
北
へ
、
む
か

い
風
を
受
け
て
坂
道
を
の
ぼ
っ
て
い
っ
た
。

道
の
両
側
に
は
白
い
テ
ン
ト
づ
く
り
の
出
展

者
ブ
ー
ス
が
、
ク
ラ
フ
ト
の
展
示
と
即
売
を

や
っ
て
い
て
、
道
行
く
人
や
観
光
客
が
足
を

と
め
て
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
た
。
展
示
と
即
売

の
ほ
か
に
、
ク
ラ
フ
ト
ア
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
や
チ
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クラフトアートフェアI98のようす

8１

っ
た
。
木
工
家
具
の
工
房
を
訪
ね
歩
い
て
い

た
と
き
、
彼
の
作
品
に
は
げ
し
い
衝
撃
を
う

け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
日
本
人
が
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
精
神
文
化

が
、
バ
ス
キ
さ
ん
の
作
品
に
の
こ
さ
れ
て
い

る
」
と
榎
本
さ
ん
は
熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
。

今
回
の
ト
ア
ロ
ー
ド
・
ク
ラ
フ
ト
ア
ー
ト
フ
ェ

ア
に
招
待
さ
れ
た
バ
ス
キ
さ
ん
は
、
日
本
は

初
め
て
だ
と
い
っ
て
、
ジ
ャ
ワ
と
の
環
境
の

変
化
に
い
さ
さ
か
興
奮
ぎ
み
だ
っ
た
。
ホ
テ

ル
ト
ア
ロ
ー
ド
の
玄
関
か
ら
ロ
ビ
ー
へ
と
、

バ
ス
キ
さ
ん
の
作
品
群
が
な
ら
べ
ら
れ
て
い

た
｡

場

伽地

クラフトアートフェアのテープカットにも登

ii織蕊識
蝋Ｗ 、リー・バスキ

クラフトマンブース

棚

畷
＝

噸
鶴

Ｌ

畠病
｡

』 日

倒
認 塞旦一一

耳

インドネシアの影絵人形をもつ榎本さん〈写真左）
聖

国
の
古
い
文
化
も
取
り
こ
ん
で
い
き
た
い
と

い
っ
た
。

「
父
親
が
画
家
で
、
十
歳
の
こ
ろ
か
ら
絵
を
は

じ
め
て
ジ
ャ
ワ
の
風
景
画
を
描
い
て
い
ま
し

た
が
、
自
分
に
は
彫
刻
が
む
い
て
い
る
と
思

い
は
じ
め
て
こ
の
道
を
歩
き
だ
し
た
の
で
す
ニ

バ
ス
キ
さ
ん
は
そ
う
い
っ
て
か
ら
、

「
息
子
は
画
家
で
す
、
う
ま
い
で
し
ょ
う
」

と
い
っ
て
、
ロ
ビ
ー
に
並
べ
ら
れ
た
民
族

衣
装
の
女
性
の
油
絵
と
風
景
画
を
さ
し
示
し

た
。「
彫
刻
を
は
じ
め
た
の
は
、
日
本
の
盆
栽
に
興

味
を
も
っ
た
の
が
き
っ
か
け
な
ん
で
す
。
盆

貼
匿 ～吾

Ｉ

別時

蕊
．’龍

少

い§

､婆

闇
耀

$躍難磐曝６

：

栽
づ
く
り
が
ジ
ャ
ワ
の
伝
統
文
化
に
目
を
向

け
さ
せ
、
文
化
的
に
価
値
の
高
い
も
の
を
、

家
具
の
中
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い

に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
」

目
を
か
が
や
か
せ
て
バ
ス
キ
さ
ん
は
語
っ

て
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
の
文
化
を
吸
収

し
て
自
分
の
作
品
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
、

と
い
い
、
そ
の
意
味
で
も
今
回
の
ト
ァ
ロ
ー

ド
・
ク
ラ
フ
ト
ア
ー
ト
フ
ェ
ァ
は
い
い
機
会
で
、

榎
本
さ
ん
を
は
じ
め
神
戸
の
み
な
さ
ん
に
感

謝
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
も
伝
統
的
な
文
化
や
芸
術

が
い
ろ
い
ろ
と
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
価
値

神戸マイスターの井上誠さん（写真右）と

‘5

典

一垂二』

本部会典易でもバスキさんの作品を紹介i錘１

鍵
蕊

心
・
「
篇
幽
宮
諏
苧

厘
一
塵
癌
‐

『司診』，

一
一
喝
一

｣’ 慮震霧

バスキさんの作品（椅子）に座り、くつろぐ筆者

を
求
め
て
、
家
具
の
な
か
に
彫
刻
芸
術
と
し

て
継
承
し
て
い
き
た
い
の
で
ず
」

バ
ス
キ
さ
ん
は
自
分
の
テ
ー
マ
を
語
っ
て

か
ら
、

「
自
国
の
あ
と
に
つ
づ
く
人
た
ち
に
文
化
を
残

し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
歴
史
を
つ
く
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
ア
ジ
ア
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
た
作
品
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
し
、
古
く
て
新
し
い
も

の
、
感
性
に
は
た
ら
き
か
け
て
く
る
も
の
、

さ
ら
に
は
、
木
工
作
家
の
哲
学
を
反
映
さ
せ

た
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
」

と
、
モ
チ
ー
フ
を
熱
情
的
に
語
っ
た
。
そ

の
バ
ス
キ
さ
ん
に
こ
れ
か
ら
の
夢
や
希
望
と

い
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
文
化
の
伝
統
を
守
り
な
が

ら
、
自
分
の
作
品
世
界
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
日
本
の
文
化
に
も
興
味
が
あ

る
。
そ
れ
に
、
文
化
の
統
一
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
の
で
、
作
品
の
中
に
動
物
た
ち

も
多
く
登
場
さ
せ
た
い
で
す
ね
」

一睡蕊
晶
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有
馬
温
泉
は
、
年
々
女
性
客
が
増
え
続
け
て

い
る
。
と
く
に
、
お
風
呂
と
ラ
ン
チ
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
日
帰
り
プ
ラ
ン
に
は
、
女
性
客
に
好

評
。
不
況
に
苦
し
む
有
馬
で
も
、
ウ
ー
マ
ン
マ

ネ
ー
は
活
況
の
よ
う
。
そ
ん
な
ブ
ー
ム
に
合
わ

せ
て
、
男
性
パ
ー
テ
ィ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
結
成
さ

れ
た
。五
百
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
い
い
男
た
ち
。

さ
わ
や
か
な
大
学
生
を
中
心
と
し
た
平
均
年
齢

二
十
一
歳
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔
触
れ
。
審
査
の

上
、
五
百
人
を
面
接
で
二
百
人
に
し
ぼ
り
込
み
、

接
客
の
研
修
、
実
践
練
習
を
く
り
返
し
て
来
た
。

実
践
練
習
は
、
居
酒
屋
を
借
り
切
っ
て
、
一
般

客
を
前
に
、
芸
を
披
露
し
た
。

☆
こ
れ
か
ら
は
女
性
の
時
代

軸‘

■

劃
ご
雲

有
馬
温
泉
も
女
性
の
時
代
？

男
性
パ
ー
テ
ィ
サ
ポ
ー
タ
ー
誕
生

洞
逢

『

酢

〆
空

雪

#蕊婁琴髪
乏
奇

熱i,《､Aｌ

zEj ⑧禽
嵩
望
翼

■j町

半

‘謹拘
逆に女将にお酌される場面も アーベインａｍエンタープライズ

青木まさ美さん

こ
の
企
画
を
試
み
た
の
は
、
モ
デ
ル
派
遣
会

社
ア
ー
ベ
イ
ン
ａ
ｍ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
青

木
ま
さ
美
さ
ん
。
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
キ

ャ
リ
ア
を
も
つ
、
と
っ
て
も
キ
ュ
ー
ト
な
女
性
。

「
こ
こ
最
近
の
動
向
を
見
て
い
る
と
、
女
性
の

進
出
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
女
性

を
対
象
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
伸
び
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
結
成
し
た
の
が
”
男
性
パ
ー

テ
ィ
サ
ポ
ー
タ
ー
“
・
サ
ッ
カ
ー
の
サ
ポ
ー
タ

ー
の
よ
う
に
ク
リ
ー
ン
な
イ
メ
ー
ジ
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
清
潔
感
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
の
素
質
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
選
考
基
準

に
、
メ
ン
バ
ー
を
絞
り
込
み
ま
し
た
。
」

そ
こ
で
、
ま
ず
は
有
馬
温
泉
で
ト
ラ
イ
し
て

み
た
い
と
、
御
所
坊
の
金
井
啓
修
さ
ん
に
話
を

も
ち
か
け
た
。
「
男
性
が
女
性
を
は
べ
ら
せ
て

い
る
時
代
は
終
わ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
女
性
の

時
代
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
か
ど
う
か
、
女
将
に

吟
味
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
今
回
、
各
旅
館
の
女
将
を
ゲ
ス
ト
役
に

一

章１

雛Ｉ

可

TEL（078）904-0551
TEL（078）904-0501(代）

ＫＯＲＯＫＡＮ

ＴＥＩ‘（078）903-2255

姉妹旅館糊ﾀ少羅
TEL（078）904-0366

画

TEL（078）904-0675
ＴｎｍＸ5627-115

露天風呂とご昼食

壷

男性サポーターにまじり女将をもてなす？

金井さん

膨満馬織月光園
ＱＥＸＫＯＥ１Ｗ

轄 鍵艇

テニスでいい汗

いい湯にとっぷり味に集う

ＳｕＮＮＹＳＩＤＥＵＰ

ｍＬ（078）903-1024

鵜濡鼠扇ｉ

ひさご弁当
静寂さにつつまれた

くつろぎの宿

国際観光旅館
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さわやかな笑顔で、皆さんをお迎えします

”
男
性
パ
ー
テ
ィ
サ
ポ
ー
タ
ー
見
学
会
“
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
」
と
金
井
さ
ん
。

☆
有
馬
に
ス
マ
ッ
プ
が
登
場
？

十
月
十
日
に
は
、
兵
衛
向
陽
閣
で
、
”
男
性

パ
ー
テ
ィ
サ
ポ
ー
タ
ー
見
学
会
“
と
題
し
た
お

披
露
興
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ゲ
ス
ト
役
に
は
、

接
客
の
こ
と
な
ら
、
彼
ら
よ
り
一
枚
も
二
枚
も

上
の
女
将
さ
ん
。
ま
ず
、
お
座
敷
の
上
座
で
、

顔
見
せ
を
行
っ
た
後
に
、
女
将
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
接
客
に
。
初
仕
事
な
が
ら
、
話
を
途
切
れ

さ
さ
な
い
よ
う
に
と
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
知
識

些些選璽型璽旦里蕊些些選璽型璽旦里蕊
＆

魂魂

ｆＩ
Ｌ

，『

牟

蒲

００
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Ｆ
閉

LL

1

我
や

芦

可

砂砂

●

■
ア
ー
ベ
イ
ン
ａ
ｍ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

レ
デ
ィ
ス
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
２
４
２
．
２
４
０
７

メ
ン
ズ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
２
４
２
．
４
４
９
９

直
向
き
で
す
ね
。
お
客
様
の
評
判
が
よ
け
れ
ば
、

お
願
い
し
て
い
き
た
い
。
た
だ
、
由
緒
あ
る
有

馬
温
泉
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
と
な
る
よ
う
な
行

為
だ
け
は
避
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
。

既
に
、
数
件
の
旅
館
か
ら
、
オ
ー
ダ
ー
が
出

て
い
る
。
「
女
性
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
係
、
お
笑
い
系
の
男
の
子
た
ち
を

派
遣
い
た
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
有
馬
に
限
ら
ず
、

ホ
テ
ル
に
も
派
遣
し
て
行
き
た
い
」
と
青
木
さ

ん
。
さ
わ
や
か
で
直
向
き
な
、
彼
ら
の
サ
ポ
ー

ト
を
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

BfGl

を
結
集
し
、
必
死
の
ト
ー
ク
を
展
開
。
緊
張
し

た
面
持
ち
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
、
逆
に
女
将
が
お

酌
し
、
気
遣
う
場
面
も
。
さ
す
が
、
年
季
の
差

は
如
何
と
も
し
が
た
い
。

「
な
ん
だ
か
、
親
戚
の
伯
母
さ
ん
と
話
し
し

て
る
み
た
い
」
と
話
す
サ
ポ
ー
タ
ー
も
。

女
将
さ
ん
も
お
酒
の
酔
い
が
回
っ
て
き
た
こ

ろ
に
、
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
が
も
ち
芸
を
披
露
す

る
こ
と
に
。
手
品
、
物
ま
ね
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
。
よ
り
す
ぐ
り
の
美
男
た
ち
に
よ
る

五
人
組
”
ス
マ
ッ
プ
“
も
登
場
し
、
黄
色
い
声

援
を
浴
び
た
。

有
馬
温
泉
の
女
将
で
つ
く
る
こ
ぶ
し
の
会
長

大
原
千
賀
子
さ
ん
は

「
メ
ン
バ
ー
の
素
人
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
に
、
そ

こ
に
好
感
が
も
て
ま
し
た
。
礼
儀
も
正
し
く
、

挨靭職種嘉営講萄-皿争AK増＆塾

TEL（078）９０４－０１８１

珊
rlQ|■rlQ|■

１
．

古象創

雲霧鯵躍
男性パーティサポーター版「スマッカ

政府登録国際観光旅館

TEL（078）904-0731

磯敬山
ＴＥＬ（078）904-0701
チェックイン１３：CO，アウト１２:００

ゆっくりとお過ごしいただけます。

中の銭義減
ＴＥＬ（078）904-0781

会議セミナーからご家族づれまで

有馬グランIﾆﾎﾃ〃し

自然の恵みを

湯けむりに伝える

日本の伝統

数寄屋造りの館

叱醗
ＴＥＬ（078）904-3656(代）

雅ただようくつろぎの館
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う
ど
の
よ
う
こ
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

い
か
れ
た
。

「
ヨ
ー
コ
チ
ャ
ン
、
な
く
な
っ
た
ご
先
祖
さ

ん
の
名
前
を
三
名
口
に
し
な
が
ら
祈
っ
て

い
て
」え
－
つ
・
何
、
何
、
何
。
と
ま
ど
っ
て

い
る
内
に
、
私
の
カ
ラ
ダ
は
ポ
ン
と
押
さ

ト
ン

れ
て
池
の
中
。
豚
だ
｝
」
と
じ
や
。
シ
ャ
レ

を
云
っ
て
い
る
ヒ
マ
は
な
い
。
全
身
が
池

の
中
。
頭
が
外
へ
出
か
か
る
と
、
手
で
頭

を
ぐ
い
つ
と
押
さ
え
ら
れ
て
、
又
、
水
の

中
。
く
つ
、
苦
し
い
。
二
回
、
三
回
と
続

く
。
時
は
初
秋
。
寒
い
。
苦
し
い
。
何
を

悪
い
こ
と
を
し
た
の
。
自
問
自
答
。
そ
り

躯
躍
筋
廻
嬢
も
暴
驚
ノ

く
。
え
っ
、
何
。
こ
こ
？
教
会
で
あ
る
。

「
い
い
か
ら
、
い
い
か
ら
。
こ
れ
、
私
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
の
」
な
、
な
ん
じ
や
、
白
衣
っ

ぽ
い
上
っ
張
り
を
？
？
の
気
持
ち
で
着
替

え
る
。
デ
ザ
イ
ン
っ
て
、
何
も
な
い
じ
ゃ

な
い
。
確
か
、
連
れ
て
い
か
れ
た
教
会
の

二
階
で
ハ
レ
ル
ヤ
を
歌
わ
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
教
会
の
内
庭
の
池
の
そ
ば
に
連
れ
て

凄
い
い
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
お
こ
る
か
ら
」

「
？
？
．
」

と
も
か
く
、
彼
女
の
あ
と
に
つ
い
て
ゆ

。
凄
い
の
よ
・
こ
の
ヒ
ト
！
（
私
を
指
し
て

い
る
）
一
年
で
東
京
を
セ
イ
ハ
し
た
ん
だ

も
の
」
と
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
嬢
は
語
る
。
乃

木
坂
の
庭
の
あ
る
一
軒
家
で
今
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
界
に
登
り
つ
め
た
キ
ラ
キ
ラ
時
代
の
ジ

ュ
ン
コ
で
、
あ
る
。

あ
る
日
、
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
嬢
が
「
家
で

パ
ー
テ
ィ
や
る
か
ら
、
ヨ
ー
コ
チ
ャ
ン
来
て
。

連
載
ｌ
女
系
四
代
記
Ｉ

〔
第
九
且
「
松
廼
家
を
と
び
だ
し
て
み
る
と
」

そ
れ
に
し
て
も
で
あ
る
、
後
の
ち
、
聞

く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
も
彼
女
の
人

に
幸
を
与
え
る
と
い
う
信
仰
心
か
ら
の
暖

か
い
友
情
で
あ
っ
た
そ
う
な
．
し
か
し
、

こ
れ
で
風
邪
を
引
い
た
。

こ
の
頃
の
東
京
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
は
若
手

が
フ
ッ
ト
ウ
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
て
、

ニ
コ
ル
の
松
田
光
弘
さ
ん
ら
も
元
気
い
っ

ぱ
い
の
青
い
時
代
、
夜
は
赤
坂
の
あ
や
し

げ
な
Ｂ
Ａ
Ｒ
「
ゲ
ゲ
」
に
集
ま
っ
て
は
、
夜

な
夜
な
怠
惰
な
時
間
を
も
て
あ
ま
し
て
い

た
。
そ
の
中
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
カ
メ
ラ
マ
ン
に

ラジオ日本｢ウドノヨーコのざつくバラエティー」
の収録風景。力､たせ梨乃がケスト

8４

赤坂東急ホテル地下に誕生した「ハーバーライトクラブ｣。ビッグサマ
ーナイトのパーティーに女性はハワイアンスタイルで集まった

や
あ
、
罪
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
叩
け
ば
ホ

コ
リ
の
出
る
私
。
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靴鶏

い
ら
な
い
か
ら
入
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
「
ハ

ー
バ
ー
ラ
イ
ト
」
と
い
う
ラ
イ
ブ
・
シ
テ
ィ
ク

ラ
ブ
を
作
っ
た
。
黒
服
、
ホ
ス
テ
ス
と
も
一

○
○
人
近
く
い
て
、
今
、
思
っ
て
も
楽
し

い
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
で
あ
っ
た
。

朝
ま
で
や
っ
て
い
て
、
デ
ィ
ス
コ
、
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
シ
ー
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
日

本
の
ジ
ャ
ズ
界
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
全
て

が
出
演
し
て
い
た
。
外
国
か
ら
は
ヘ
レ
ン
・

メ
リ
ル
な
ど
が
出
演
し
た
。

ま
た
芸
能
人
も
多
く
、
和
田
ア
キ
子
嬢

も
大
勢
引
き
つ
れ
、
歌
う
は
踊
る
は
元
気

蝉・
雲零
”．

下
面

零W
驚鶴謙

Ｉ

そ
の
代
り
、
い
い
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。

撮
っ
た
も
の
に
感
動
が
な
け
れ
ば
失
敗

で
あ
る
。
一
つ
の
置
き
も
の
、
一
つ
の
歩

き
だ
け
で
も
セ
ン
ス
が
必
要
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
編
集
す
る
の
は
朝
か
ら
晩
ま

で
３
日
徹
夜
す
る
。
編
集
し
、
音
入
れ
し
、

完
パ
ケ
（
完
全
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
て
）
で
局

に
納
品
す
る
。

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
き
な
仕
事
が
あ

っ
た
。
カ
ネ
ボ
ウ
化
粧
品
の
数
億
円
か
け

た
販
促
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
提
案
し
て
採

用
さ
れ
た
。
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
と
テ
レ
ビ

朝
日
で
、
モ
デ
ル
を
含
め
一
○
○
人
構
成

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
た

だ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
お
も
し
ろ

く
な
い
の
で
モ
ー
ッ
ア
ル
ト
の
楽
曲
に
の
せ

て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
仕
立
て
に
し
た
。
演
出
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
深
町
幸
男
氏
、
私
の
肩
書
は
総

合
制
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
っ
た
。
シ
ョ

ー
は
大
成
功
し
、
関
係
者
か
ら
喜
ば
れ
、

思
わ
ず
鬼
の
目
か
ら
も
涙
が
ポ
ロ
ッ
・

他
に
は
新
聞
の
ス
ポ
ー
ッ
ニ
ッ
ポ
ン
。
デ

イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ッ
の
連
載
「
ウ
ー
マ
ン
ズ
エ
イ

ト
」
も
担
当
し
て
い
た
。
ラ
ジ
オ
は
ラ
ジ
オ

日
本
の
「
ウ
ド
ノ
ョ
ー
コ
の
ざ
つ
く
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
」
。
震
災
で
中
断
し
た
が
、
一
年
続

い
た
ト
ー
ク
番
組
で
あ
っ
た
。

こ
の
業
界
の
七
不
思
議
。
こ
れ
だ
け
全

国
的
な
仕
事
を
す
る
の
に
契
約
書
が
な
い
。

信
頼
だ
け
で
あ
る
。
云
う
は
安
く
で
あ
る
。

大
変
な
信
頼
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
私
は
個
人
的
に
こ
の
業
界
が

好
き
で
あ
る
。
影
の
仕
事
が
好
き
な
の
で

あ
る
。
こ
の
見
え
な
い
信
頼
が
た
ま
ら
な

く
好
き
で
あ
る
。

蝿ｰ

Ａ

ゆ

《 忽f垂曽ｑｊ
＝害ﾉ唾菖『＃ 蝿

．
．
〃

：

カネボウ化粧品のビッグイベント「'88AUTUMNFASHlONSHOW」の打ちあげパーティーでモデ
ルたちに囲まれたNHKのドラマディレクター深町幸男氏（中央）

い
っ
ぱ
い
。

女
優
の
浅
丘
ル
リ
子
嬢
も
遊
び
に
き
た

が
、
い
や
あ
、
彼
女
だ
け
は
、
や
っ
ぱ
り

違
っ
た
。
何
が
違
う
か
と
云
え
ば
、
光
り

輝
や
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
店
内
の
隅
に

坐
っ
て
い
る
の
に
、
ラ
イ
ト
も
な
い
の
に
、

そ
こ
だ
け
が
パ
ア
ー
ッ
と
明
る
く
、
さ
す

が
大
ス
タ
ー
と
感
心
し
た
。
か
た
せ
梨
乃
、

ス
テ
ィ
ー
ビ
ー
ワ
ン
ダ
ー
と
、
色
と
り
ど
り

の
賑
や
か
さ
。

そ
う
い
う
時
に
、
弟
と
喧
嘩
。
私
は
店

を
飛
び
だ
し
て
し
ま
っ
た
。

手
元
に
あ
っ
た
の
は
、
サ
イ
フ
の
中
、

二
万
円
。
元
へ
戻
り
た
く
な
い
気
持
の
方

が
強
か
っ
た
の
で
、
ま
ず
、
ど
う
す
る
べ

き
か
．
と
り
あ
え
ず
、
Ｏ
Ｌ
に
は
な
れ
な

い
し
と
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
Ｔ
Ｖ
局
の
番

組
制
作
会
社
を
つ
く
ろ
う
と
、
銀
行
に
頼

み
こ
ん
で
二
○
○
○
万
円
借
り
、
そ
れ
を

資
本
金
に
し
て
出
発
。

お
そ
ろ
し
い
も
の
で
無
知
の
強
さ
ゆ
え

か
、
こ
の
道
百
年
の
よ
う
な
顔
つ
き
で
ガ

ー
ッ
と
バ
ク
シ
ン
。
お
か
げ
で
エ
ラ
イ
も

う
け
て
し
ま
っ
た
。
Ｔ
Ｖ
番
組
制
作
数
は

一
○
○
本
に
近
い
。

ま
ず
、
無
駄
な
経
費
が
一
切
い
ら
な
い
。

仕
事
が
入
っ
た
時
だ
け
チ
ー
ム
を
組
む
の

で
、
人
を
か
か
え
る
こ
と
と
か
モ
ノ
を
か

か
え
る
在
庫
と
か
が
い
ら
な
い
。

今
で
も
い
い
仕
事
だ
と
信
じ
て
い
る
。

一一

一＝ー＝

'１

ミュージカル什すてのファッションショー

Ｉ

己

｢'８８AUTUMNFASHIONSHOW当

8５

'

々

一

一
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正司

グ
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雫一

撮影／米田定蔵

＝王期

｢コウベの名を戴く船を就航させることができて光栄です」

９月２℃日iボートタ§一二這茨ルで世累f霧錘逗ツ羨赤脇描Ni『Ｐ＆Ｇiネ隠口
イ慣コウ制と命名され､あいさつに立ったＰ&Ｏネドロイ催のﾃ錐ム・
狐リス社長ij遥画爵し鱈語った。
同船1島Ｐ:&:Oネドロイ勝がEl誰で;4隻陸造謬る世界最夫の66ＯＯＴＥ
ｕ型コンテ大船の'う言の第鋤跳ggOp個のコンテ歩が積載可能で、全

譲QiQ〆一間し､幅４２．８〆一ﾄﾙ｡望５ノット(時速454キロ）
で日本４，f補戸帝、名古屋・東京清水）と北欧州主要港（サザンブトン・
ロッテルダム・ハンブルグ・ルアープル）を結ぶ。

震災の数日前にたまたま神戸の街を歩いていたという八リス社長。「誇

り高く神戸を立て直そうとしている市民のみなさんに敬意を表します」

ーﾛ

笹山幸俊神戸市長は「船と港を愛する神戸市民とのエールに、 にとって、

大きな勇気づけとなりま耳｣と応えた。
世界一の｢コウベ｣、よし 1航海を！

■■‘侮一
句■■■｡■■6世

悪罵：
■■■■■、■ロ“、■■■■■■■■ユ

９■■８＄ﾛﾛ■■

■ﾛ■■■■

F電壷豊垂鐸 号奈ミヨ豊寡蕊塞蕊

》
‐
一

■

螺
目

イＩ

）
『1

1」
ｎ

Ｌ」

野蚕ぎま

轄蝉＝

Ｉ

撮影／米田定蔵

U二１

１
門 屯→＝車画

一
三

Z9f空

蕊 ﾆコ

偽二季三垂房房興り

雲
三.婆
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神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

神戸のファッション都市化をめざす
ソサエティ

ﾏﾝｽﾘー ９月「北野工房のまちづくりを語る」

オープン以来、にぎわいを見せてに耐えぬいたし

いる北野工房のまち。今回のマンスクな建物にお

リーでは松宮隆男さんにまちづくりた。そしてそ､Ｅ

について語っていただきました。しい工房を展剛

に耐えぬいたレトロなノスタルジッ

クな建物におもしろみを感じまし

た。そしてその雰囲気に負けない新

しい工房を展開していこうと決めた

のです。

工房の良さは、お客様の顔が見え

るということです。作る過程を見て

もらい、お客様の反応をうかがうと

いった温かい交わりがあります。職

人たちのこだわりを感じる「ここに

しかないもの｣が工房には並び、集

客の要素となっています。そうでな

いとあのトアロードの坂の上まで登

ってきてはもらえませんからね(笑)。

これからもお客様の都合で動き、常

に新しい商品を開発し、「ここにし

かないもの｣で皆さんに喜んでいた

だきたいですね。

これからのテーマは粋(いき)で妖

しく色っぽく・きれいなだけではな

く、悪っぽいところに心はときめく

ものです。神戸はトラッドだけれど

モダンさがある。そういった両極面

性にひかれるところがありますね。

北野小学校を見たときには、震災

瀦蟻
勘

松宮氏と今回参加したＫＦＳメンバー

事務局／神戸市中央区下山手通３－１－１８

ツインズトアビル４Ｆ月刊神戸っ子内

TELO78-331-2246

FAX､078-331-2795

講師/松宮隆男氏
（北野工房のまちづくｻﾉアドバイザー）

●ＫＦＳ２５周年記念イベント●

ファッション公開講座

高野多美

パリコレ・リポート1999春・夏

今回もすっかりお馴

染みのファッション

コーディネーターの

高野多美氏をお迎え

し、先生の眼を通し

た最新のパリファッ

ション事情をお話し

ていただきます。

講師／高野多美氏

日時/平成10年11月26日(木)18時開場

１８時30分開演

場所/神戸ファッション美術館

オルヴィスホール

入場料/一般2,000円学生1,000円

問合せ・申込先/木庭産業(株)木庭展知

TEL､078(321)1831＊当日券有り

●田中正郎の化学講座・毒物シリーズ②

青酸化合物

青酸カリは、1782年スウェーデンの薬剤師カール．ウイ

ルヘム・シェーレにより石炭ガスの副産物シアン化鉄より

発見された｡シェーレは､酸素を発見した化学者であるが、

青酸カリに酸を加えて青酸ガスを発生させる実験中に不慮

の死を遂げた。

現在では､青酸カリや青酸ナトリウムは､薬品の合成や金

銀の冶金や湿式写真の定着、電気メッキ等に利用され、工

業用薬品として重要である｡青酸化合物は､天然にもいろい

ろな植物に含まれていることが分かっている。バラ科の植

物の桃、杏、梅等の実の核の中に青酸配糖体のアミグダリ

ンとして存在しており、これらの実の核は、薬用として利

用されている。そして青梅の未熟の実は中毒をすることも

あり、食べてはいけないことになっている。

又、イネ科の植物の稲やトウモロコシ、サトウキビ、ジ

ョングラス（牧草）等の茎には、青酸配糖体のドウリンが

含まれているので、これらの植物をサイロで発酵さす際に

は、青酸ガスが発生することがあるので要注意とされてい

る。牧場等ではイネ科の植物は、禁忌となっている。竹も

イネ科の植物なので未熟のタケノコの先端部分には、青酸

配糖体が多量に含まれているので中毒を起こすことがあ

る。良質の澱粉として珍重されているタピオカは、南方の

識職識｡④。
る時には､熱を加えて青酸を取り除く価編蔵，

鍵盤作業が必要である。

これらは､人類何万年の生活のうちに自然に身についた

知恵である。食べられる植物、毒のある植物を代々子孫に

伝えて今日に至っている。石器時代を経て銅や青銅や鉄を

利用するようになって鉱物性の毒物として水銀、批素、黄

燐、鉛、タリウムを手にするようになった。

ギリシャ、ローマ時代に錬金術(鉛や銅を金に変える研究）

がはじまり、それがアラビア人ハイヤールによって、研究

がうけつがれヨーロッパに広められ、錬金術の不可能なこ

とがわかったが、今日の化学の基礎となった。そして、第

一次世界大戦、第二次世界大戦中に、色々な毒物を組み合

わせて、ホスゲン、イペリット、サリン、ソマン、タブン

等の毒ガスの製造がおこなわれた。

<つづく〉－次回は「有機燐系毒物、パラチオン」です－

(神戸大学医学部医動物学頻誹敵姉御田中皿Iサンヨー琉境(榊社長）
一

彦'ｻﾝﾖー環境株式会社
〒652-0833神戸市兵庫区島上町2-1-27リツツ島上

ＴＥＬ（078)672-0330(代表）

〈現境をより良く、快適に〉衛生特理はお任せ下さい。

ネズミ・ゴキブリ・シロアリ・あらゆる審虫の駆除

樹木の轡虫・カビの防除・貯水棚の諦掃

食品・環境の微生物険在（食中和齢I錐は、万全ですか？

、

EI81
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阪神･淡路大震災の｢慰霊と復興のモニュメント｣~慰霊･復興･連帯～

平成12年１月17日除幕へ

震災犠牲者の慰霊と市民への励まし、震災からの復興、大規模災

害に対する世界規模での連帯による復興の意義を内外にアピールし

ていくため、「慰霊と復興のモニュメント」を設置します。

モニュメントの設置は、「慰霊と復興のモニュメント設置実行委員

会」（新野幸次郎委員長）を設立し、この地震に関わったすべての市

民、すべての企業、すべての団体へご協力とご賛同を呼びかけ、大

災害を乗り越えてきた私たちの力でと考えています。場所は、中央

区の東遊園地内で、平成12年１月17日に除幕を予定しています。

さらに、設置資金については、「慰霊と復興のモニュメント設置実

行委員会」において広く募金を呼びかけて、その浄財を活用するこ

とを考えています。

寄付募集について／ ’叫脚鉱jマフ1寺ﾛｰ一竜一Ｌｌ、

●募金目#票額

１億5千万円

●期間

平成11年９月まで

＊募金目標額に達した時点で、終了

●方法

＊実行委員会の指定口座へ振込

口座

。さくら銀行神戸市役所出張所普通預金

（口座番号）3101611

°郵便局

（口座番号）00920園7富91516

口座名義

「慰霊と復興のモニュメント設置実行委員会」

一

｢慰霊と復興のモニュメント」完成予想図

'９８ＫＯＢＥＣＣＯＣＬＵＢＮＥＷＳ

塁読者のためのコミュニケーションサロン

神戸っ子倶楽部

法人会員募集のご案内

■「小誌「月刊神戸っ子」は１１月号で450号を数えるこ

とが出来ました。「神戸を愛する人々の雑誌､神戸っ子

の心の手帖」として出版を続けてまいりました。「月刊

神戸っ子」の後援会としてより力強いご支援を頂くた

めに、神戸の有識者の方に発起人をお引営受けいただ

き幅広く、神戸の企業の皆様に法人会員をお願いするべ

く準術を進め､11月号を以って発会させていただきま

す｡法人会員は（会費毎月5,000円）です。月刊神戸っ

子毎月10冊以内提供、会員５名様まで登録できます。

尚、個人会員もひきつづき募集しております。（会費、

特典等の詳細は、下記にお問い合せ下さい）

Ｉ

、

＊実行委員会への寄付金については、税制上、地方公共団

体に対する寄付金と同様に取り扱われます。

お問い合わせ

同実行委員会

TEL､078-326-6903

F法人会員発起人会ご芳名録」｢法人会員発起人会ご芳名録」

氏名
浅木幸雄氏

砂野耕一氏

今井啓介氏
ゴ

岩田弘三氏

上烏這司氏

岡崎晴彦氏

川.皇千鶴子氏

河野忠博氏

木下健氏

小本洋一郎氏

雀部虎四郎氏

瀬戸雄三氏

園田正和氏

田崎俊作氏
西村理氏

西村隆治氏

牧冬彦氏
光井章氏

宮崎辰雄氏

三輪吉郎氏

森実勉一氏

安岡利美氏

山根秀夫氏

吉谷博光氏

寄神茂之氏

(五十音順）

会社名
北野クラブ

川崎重工業(株）
今啓パール(株）

(株)ロックフィールド

ＵＣＣ上島瑚誹(株）

(株)ファミリア

(株)オールスタイル総本社

カヮノ（株）

〈株)三宮商店

東亜外業〈株）

バンドー化学(株）

アサヒビール(株）

兵庫信用金庫

田崎真珠(株）

(株)西村屋フーズコム

沢の鶴(株）

神戸商工会議所

〈株)カサベラ光和

(財)神戸都市問題研究所

三輪運輸工業(株）

〈株)東神社

(株)神戸新聞社

(株)エヌ･ｹー ･ワイ･ｺーポレーション

にしむら剛誹店

寄神建設(株）

お肩書

会長

椎勤顧問

代表取締役社長

代表取締役社長・会長

代表取締役社長

取締役社長
代表取諦役

取締役社長

取締役社長

取締役相談役

代表取締役社長

理事長

代表取締役社長

取締役社長

代表取締役社長

理事長

代表取締役会長

会長

代表取締役

取漁役社長

■入会申込み・お問合せ先

〒6500011神戸市中央区下山手通3-1-18ツインズトアビル４Ｆ

有限会社月刊神戸っ子｢神戸っ子倶楽部」係まで。
TEL､078-331-2246ＦＡＸ,078-331-2795
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